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　１.　目的・概要

　　　近年、建物の外観を映し出す、ライトアップ照明（特にアッパーライト照明）が多用化されている。

　　  耐熱ケーブルの使用は勿論のことだが、設置場所を誤ると思わぬ不具合につながる。

　　　以下に設置場所の誤りによる不具合事例を示す。

　２.　不具合事例

水はけの悪い箇所への設置例

＊ 設置状況

エントランス外部の躯体凹凸部分に設置。

水はけを考慮し、アッパーライト下部に砂を敷込む。

＊ 不具合状況

・狭い箇所への設置の為、器具の放熱の逃げ場所がない。

・内部結露を引き起こし、予想以上の結露水が発生。

・メーカー指定の耐熱ケーブルを未使用。

以上の要因により器具下部の端子台まで水が浸かり、ケー

ブルが焦げ、絶縁不良となる。

　３.　処置方法(一例）

＊ 是正措置

水抜き穴まで砂を掘り起こし、水抜き穴内部を清掃。

新しい砂を敷込む。

水抜穴には砂流出による目詰まり防止用の網を設置。

＊ 是正措置

ケーブルを耐熱ケーブルへ引替える。

是正措置

＊ 器具端子接続部に耐熱ハーネステープにて処理を施す。

ポイント

器具への電源接続は器具外部にて行うよう

メーカーと仕様の調整を行う。
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